
宮脇愛子
Aiko Miyawaki

1929 　9月20日東京に生まれる
1952 　日本女子大学文学部史学科卒業
1953 　阿部展也、斎藤義垂に師事する
1957 　サンタモニカ・シティ・カレッジおよび
　　　　 カリフォルニア大学・ロサンゼルス校に学ぶ
1959-66 ミラノ、パリ、ニューヨークに滞在
1967 　《Work》でグッゲンハイム国際彫刻展・買上げ賞受賞
1977 　第7回現代日本彫刻展で《MEGU－1977》が北九州市立美術館賞を受賞
1981　 第2回ヘンリー・ムア大賞展（彫刻の森美術館）エミリオ・グレコ特別優秀賞を受賞
1982　 第8回神戸須磨離宮公園現代彫刻展で《UTSUROHI》が第1回土方定一賞を受賞
1986　 第2回東京野外現代彫刻展（都立砧公園）で《UTSUROHI》が東京都知事賞を受賞
1992　 モンジュイック・オリンピック広場（バルセロナ）への《UTSUROHI》（1990年）
   設置により、カタルーニヤ芸術評論家賞を受賞
2000　 第7回日本藝術振興賞受賞
2003　 フランス政府より芸術文化勲章・オフィシェを受賞

2014　 8月20日　永眠

主な個展

1959　 養清堂画廊（東京）
1961　 ミニマ画廊（ミラノ）
1962　 東京画廊
　　　　 アンドレ・シェレール画廊（パリ）
1964　 ベルタ・シューファー画廊（ニューヨーク）
1969　 スタンフリ画廊（ニューヨーク）
1970　 ウッジ美術館
1976　 ナヴィリオ画廊（ミラノ）
1980　 ギャラリーたかぎ（名古屋）
　　　　 ギャラリーせいほう（東京）
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1983　 ギャラリー上田ウエアハウス（東京）
1990　 アール・デファンスギャラリー（パリ）
　　　　 ギャルリー・サン・ギヨーム（東京）
1991　 ミロ美術館（バルセロナ）
1994　 日本美術技術博物館 Manggha（クラクウ）
1996　 原美術館（東京）
　　　　 エンリコ・ナヴァラ画廊（パリ）
1998　 神奈川県立近代美術館（鎌倉）
2001　 奈義町現代美術館（岡山）
2002　 群馬県立近代美術館
2004、2006　カスヤの森現代美術館（横須賀）
2012　 ギャラリーせいほう（東京）、ときの忘れもの（東京）
2014　 カスヤの森現代美術館（横須賀）

主なグループ展

1963　 第3回パリ青年ビエンナーレ / パリ市立近代美術館
1966　 空間から環境へ展 / 松屋（東京・銀座）
1967　 第2回現代日本彫刻展 / 宇部市野外彫刻美術館
1978-81 日本の時空間一「間」展 / パリ装飾美術館、他
1983　 宮脇愛子・磯崎新 2人展 / 西田画廊（奈良）
1984　 3人の彫刻家・画家 小清水漸・高松次郎・宮脇愛子展 / 東京日仏学院
1987　 現代作家シリーズ'87 宮脇愛子・田中稔之展 / 神奈川県民ホール・ギャラリー（横
浜）
1994　 戦後日本の前衛美術展 / 横浜美術館、グッゲンハイム美術館（ニューヨーク）
　　　　 巡礼への道展 / ガリシア現代美術館（サンチャゴ・デ・コンポステラ）
1998　 瀧口修造とその周辺展 / 国立国際美術館（大阪）
2001　 南桂子・宮脇愛子展 / 高岡市美術館（富山）
2003　 宮脇愛子「うつろひ」をめぐる若手アーティストたち / カスヤの森現代美術館（横
須賀）
2009　 磯崎新 版画展 宮脇愛子展 / 中津万象園・丸亀美術館（香川）
2010　 マン・レイと宮脇愛子展 / ときの忘れもの（東京）
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コレクション

日本

霞ヶ関東京曾館（東京）

神奈川県立近代美術館（鎌倉）

国立国際美術館（大阪）

宮城県美術館（仙台）

彫刻の森美術館（箱根）

琵琶湖大橋彫刻プラザ（大津）

原美術館（東京）

スパイラル（東京）

静岡県立美術館

芸術の森美術館（札幌）

高松市美術館

ハラミュージアムアーク（渋川）

長島美術館（鹿児島）

群馬県立近代美術館（高崎）

虻田町（北海道）

瀬戸田町（広島）

奈義町現代美術館（岡山）

東京大学教養学部数理科学研究棟

東京都現代美術館

東京国立近代美術館

水戸芸術館

カスヤの森現代美術館（横須賀）

阪急宝塚山手台インフォメーションセンター

大分市アートプラザ

海外

［フランス］

ピエール・ブーレーズのための音楽広場（リヨン）

ラ・デファンス（パリ）

［イタリア］

ファットレア・チェレ

［ポーランド］

ウッジ美術館

日本美術技術博物館 Manggha

［スペイン］

モンジュイック・オリンピック広場（バルセロナ）

ミロ美術館（バルセロナ）

［アメリカ合衆国］

グッゲンハイム美術館（ニューヨーク）

チェイス・マンハッタン銀行（ニューヨーク）

プラザタワー広場（コスタ・メッサ）

［ベルギー］

ヴェランヌマン財団

［カタール]

アル・ワブラ・ファーム（ドーハ）

［ドイツ］

鉄鋼労働組合ビル（フランクフルト）

［台湾］

花蓮空港

南港駅（台北）


